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新卒からロボット設計一筋 15 年、地元長
崎にロボットを広め、雇用を創出 長崎県

西彼杵郡
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あ ら ゆ る 機 械 を 創 造 す る と い う 理 念 の
基、 自 動 化 シ ス テ ム を オ ー ダ ー メ イ ド
で提供

もともと長崎市の出身なのですが、ロボットが好き
で新卒から入社した山梨県にある FA 設備に特化した
ロボットメーカーで、15 年間ロボット本体の設計を
してきました。よく自動車製造工場などで見られる、
中型〜大型の垂直多関節ロボットを中心に、設計部
門のリーダーとして進捗管理やチームマネジメント
も経験してきました。転職に関しては、今までの経
験を活かせる、長崎では数少ないロボット関連の企
業で、自分がやりたい事と合致していたのが決め手
でした。

当社は長崎ならではの桃カステラの生地を充填する
機械や、1 分間に 400 枚の「イカの姿フライ」を 5
枚重ねにするシステムなど、多種多様なロボットを
使ったシステムを手がけており、中島氏の入社以降
更に設計技術力が高まりました。平成 29 年に開設
したロボット展示ルーム『ロボットラボ』では日々
研究開発が行われており、ロボット・IOT・AI 等の
最新技術を駆使した、より高度な自働化を目指して
いきます。

日本を代表する FA/ ロボット / ロボマシンメーカー
にて、新卒から 15 年垂直多関節ロボットの設計等
に携わってきた中島氏の入社後、前職での経験を
活かし機械設計で 3DCAD に対応し、お客様に設計
段階のロボットをお見せする時に、三次元で自由
に動かせるシステムを導入。それに伴い、試作開
発で外注していた工程を内製化するため、3D プリ
ンタを導入。試作にかかるコストを削減すること
ができました。今後、当社の企業理念の一つであ
る『技術の革新に努力する』の言葉通り、どんど
ん新しい技術が出てくる世の中ですが、遅れを取
らないよう技術を磨いていきたいと考えています。

日本を代表する FA/ ロボット / ロボマシン
メーカーにて、15 年間垂直多関節ロボット
の設
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当社は機械設計のエキスパートが集まって創業しており、肥料プラント事業は特殊配合方式を開発し、日本全国
40 プラント以上の建設実績があります。プラントによって作る肥料の種類や原料は様々で、北海道であれば寒
冷地仕様に、沖縄であれば塩害対策など、配合の制御システムなど含め独自のノウハウを有しています。2 本目
の柱として FA 事業を展開しています。実績として衛生器具メーカー及び圧力バルブメーカー様向けに、24 時間
稼働できる加工機械用ロボットシステムを導入しました。また、佐賀の大手医薬品メーカー様向けに湿布薬を製
造するラインを納入させていただいており、国内でも最高速の製造が可能です。経営課題としては、5 年前にスター
トしたロボット事業の経験者採用が挙げられました。

３つの事業の柱のうち、ロボット事業での経験者採用に課題

3 本目の柱として、5 年前からロボット事業をスタート。平成 29 年にロボット展示ルーム『ロボットラボ』
を開設しました。機械・電気設計に加え、ロボットプログラム、画像処理等の新しい技術を加えた新しい製
品開発に努めております。本年度は、4 名のメンバーによる “DXRT( デザート )” チームを発足させ、DX( デ
ジタルトランスフォーメーション ) と RT( ロボットテクノロジー ) に対応できる製品作り・販売にもチャレ
ンジしております。ロボット技術者は、一人前になるのに 10 年かかると言われている世界。長崎の地で経
験者を採用するのは困難を極めましたが、即戦力としてロボット事業の取り組みを推進できるプロフェッ
ショナルを求めました。

即戦力として、ロボット事業の取り組みを推進

新卒から入社された山梨県にある FA 設備に特化したロボットメーカーで、中型〜大型の垂直多関節ロボット
を中心に、設計部門のリーダーとして進捗管理やチームマネジメントを経験。15 年間ロボット本体の設計を
されてきました。そういった経験から、各種改善やコスト削減提案等行ってくれています。実例の一つとして
県内の漁業関係企業様からのご依頼で、魚の仕分け選別を行うロボットシステムを製作しており、多種多様な
魚を確実に掴むためのハンド部分に、半導体ウエハー搬送で使用される『ベルヌーイチャック』という技術を
用いて非接触での技術を応用したハンドを設計したり、機械が海水の塩分で腐食するのを防ぐための専用ボッ
クスを設計したり、新たな技術の導入にも貢献してくれています。

15 年間のロボット設計経験を活かし、各種改善やコスト削減提案
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